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〔研究ノート〕

戦後の師範学校における音楽教育実践

－カリキュラム・実態に着目して－

鈴木　慎一朗＊

はじめに

　本稿の目的は，戦後の師範学校における音楽教育実践を明らかにすることである。

　佐藤学は「戦前から戦後への転換は制度的には連続性を持っていた」と述べる
1
。長木

誠司は「形式としての＜音楽教育＞は，1941年の国民学校発足時にすでに整えられており，

GHQの政策はそうした基礎の上に，イデオロギー的な変更を加えていったものに過ぎな

い。その意味で，戦後の＜音楽教育＞は，戦前からの連続線上に位置しており，それなく

してはGHQの改革も功を奏さなかったはずである」と述べる
2
。菅道子は「戦時期から戦

後への連続面，非連続面を明らかにしていくためには，そこでの目標観，教材観，指導原

理，指導方法または児童観の，何が，いかなる形で戦後に引き継がれ，あるいは断絶した

ものになっていったのかを教育理念・制度との構造的な把握のもとに明らかにし，歴史像

を積み上げる作業が必要である」と言及する
3
。このように戦前と戦後を連続的に捉えよ

うとする指摘が教育学，音楽学，音楽教育学といった複数の分野の研究者からなされては

いるものの，教員養成の側面については明らかにされていない。特に各道府県に設置され

ていた師範学校が戦後に担っていた役割や実態を解明することは，重要であると思われ

る。そこで本稿では，1945（昭和20）年8月から師範学校が廃校となる1951（昭和26）年

3月までを対象時期とする（学芸学部・教育学部の発足は1949年5月）。

　戦後の師範学校は，5年7 ヶ月と限られた存在期間であったにもかかわらず，この時期，

師範学校附属小学校を中心にコア・カリキュラムに基づく先進的な実践が展開される
4
（新

潟第一師範学校男子部附属小学校の「新潟プラン」，兵庫師範学校女子部附属小学校の「明

石プラン」，奈良師範学校女子部附属小学校の「吉城プラン」，愛知第一師範学校女子部春

日井附属小学校の「春日井プラン」等）。この点からも戦後の師範学校を取り上げる価値

は高いと考える。

　先行研究を概観すると，東京第一師範学校に関しては，北上正行
5
，浜田博文

6
，陣内康

＊短期大学保育科
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彦
7
，橋本美保

8
，山崎奈々絵

9
等複数の教育学の研究者によって明らかにされている

10
。し

かしながら，これらの研究は制度史ということもあり，カリキュラム全体の特徴や変遷等

を指摘するということはなされているものの，各教科の内容や実態についてまで明らかに

されていない。一方，音楽教育学を専門とする岩上行忍
11
，後藤重樹

12
，河口道朗

13
，木村

信之
14
が一部取り上げてはいるものの，自らの実体験を振り返った回想に留まっている。

このように音楽教育実践に焦点を絞った戦後の師範学校に関する先行研究がないのが現状

であり，こうした研究状況下を補完する作業として本稿を位置付ける。

　ところで，江利川春雄は「戦前では文部省令と現場の実態との乖離は珍しくなく，中央

法令のみから演繹的に各校の実情を推測することは危険である」と述べる
15
。これまでに

筆者は「師範学校規定」が改正された1931（昭和6）年4月から敗戦の1945（昭和20）年8

月までにおける師範学校の音楽教育実践に関して取り組み，江利川の言及を活かし，法規

分析，教科書分析のみならず，研究方法として聞き取り調査を積極的に用いてきた
16
。そ

こで戦後の師範学校の音楽教育実践に関しても法規，教科書，実態の視点から検討した

い。具体的には第一に「師範学校規定」等の法規において音楽のカリキュラムの位置付け

を明確にし，さらに大学沿革史における戦後の師範学校に関する記載を概観する。第二に

戦後の師範学校の卒業生を対象とした聞き取り調査から得た証言に基づき実態を考察す

る。なお，1946（昭和21）年6月，暫定教科書である文部省『師範音楽　本科用』が発行

される。この教科書の分析については，紙幅の関係上，本稿では取り上げず，別稿で行う

予定である。

１．カリキュラム

１）法規

　1946（昭和21）年3月，師範学校規定中改正（文部省令第十二号）され，毎週授業時数は，

表1のように改正された
17
。1943（昭和18）年のカリキュラムでは，必修の「基本教科」

と選択の「選修教科」に大別されていたけれども
18
，1946年では行われていない。「国民科，

理数科，家政科，体錬科，芸能科，外国語科」と合科で表記する方法は変わっていない。

1946年では，「教育科」がなくなった一方，「外国語科」が男女とも週4時間課され，英語

教育が重視されていた動向がうかがわれる
19
。女子のみ「家政科」，男子のみ「修練」が

開講され，授業時数についても男子には「理数科」や「工作」の時数が多いといった性に

よるカリキュラムの違いが見受けられる。

　「芸能科」は「音楽・書道・図画・工作」によって合科で構成され，「音楽」については

男女とも週2時間となっている。
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表１　1946（昭和21）年　「師範学校規定中改正」における毎週授業時数

教科科目

男子　毎週授業時数 女子　毎週授業時数

第1学年 第2学年 第3学年 第1学年 第2学年 第3学年

国民科

修身
国語
歴史
地理

2
5

3

2
4

3

2
4

3

2
5

3

2
4

3

2
4

3

理数科
数学
物象
生物

5

6

5

7

6

7

4

5

4
5

4
5

家政科

家政
育児
保健
被服

1

4

4

4

4

4

体錬科 体操 3 3 3 3 3 3

芸能科

音楽
書道
図画
工作

2
1

3

2
1

3

2

3

2
1

2

2
1

2

2
1

2

外国語科 4 4 4 4 4 4

修練 4 4 4

毎週授業総時数 38 38 38 36 38 38

出典　石川謙代表『近代教育制度史料』第24巻，大日本雄弁会講談社，1957年，478
頁から作成。

注　　下線は筆者による。

　1946（昭和21）年3月31日に出された「米国教育使節団報告書」には以下のように記さ

れる
20
。

　師範学校は，もっと優れた専門的（教師としての）準備教育と，更に十分なる高等

普通教育を施すように，一層高い基準で再組織されなくてはならぬ。（中略）

　最低基準の範囲内で，各師範学校の教授たちは，師範学校のカリキュラムを決定

したり，また必要に応じて時節それを変更したりする自由を持たなくてはならぬ。こ

れは，でまかせにやるのではなくて，利用し得べき手段を徹底的に研究して，十分

な議論を尽した後に，行われなくてはならぬ。師範学校は，免許及び授業に対する

標準を保持する上に必要と思われる場合を除いては，政府職員から特定の指令を受

けずに，教育の理論と実際を発展させる自由を持つべきである。そのカリキュラム

は，将来教師たるべき者を一個の個人として，また公民として教育するようにしな

くてはならないのであるから，自然科学，社会研究，人文科学，及び芸術などのよ

うな普通科目の面に重きを置く必要がある。児童の研究は教師養成の準備教育中，

特に重要なものでなくてはならぬ。カリキュラムには家庭と学校との関係の研究を設
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けるべきである。到る処で見学，関与，及び教生実習に対してもっと多くの時間が

与えられなくてはならぬ。各師範学校は，教師の再教育のために，講習，授業実演，

会議，討論会，及びその他の手段を講ずべきである。なおまた，この重要欠くべから

ざる教師の地位を，専門的最高水準に保つために，師範学校教授たちの資格が高め

られるような方法を，綿密に研究することが必要であろう。同様に，物的施設，財

政上の援護，及び行政上の管理等に関して，徹底的な調査の必要が指示される。教

師の養成教育に関係のある学校及び職員の自発的な連盟は恐らく，教育に従事する

すべての者が深い関心を有する多くの問題を，明らかにするための良い手段となる

ことであろう。

　1947（昭和22）年１月18日，学校教育局師範教育課長が師範学校長宛に出した「学科課

程案の研究について」には以下の通りである（発学十七号)
21
。

　従来この内容や運営の仕方までも，全国一律に文部省が決定し指示して来たので

すが，民主主義の見地から考えて今後もそういう仕方でよいでしようか。教育者が

みずからの現場における経験に立脚し，深い反省の上に，これからの新しい社会が

要求する最もよい教育はどのようにして作られるべきかについて全員協議を重ね，

練り上げた案を文部省に提供し，文部省と全日本の現場人の衆知を集めておおまか

ながら国としての方針を立て，地方の実情に即するよう自由裁量の余地をできるだ

け多くして運営のことは学校の自由と責任に委ねる方が実際的でもあり民主的でも

あるのではないでしようか。さて制度のわくが確定するのを待つて内容の研究調査を

始めるのでは今の貴重な時間を空費することになりますと共に，内容を無視してわ

くを確定するということは許さるべきことでありません。そこで私は貴官に教官各位

（附属校の教官を含めて）の御協力をお願いして貴校独自の理想的な学科課程案を作

つていただきたいのであります。そうすることが実に，近く設置せらるべき教育養成

学校を上から与えられるものとして受け取るのではなく，各位みずからの生みの苦

しみの体験を経て成つたものとして必ずりつぱに育てあげていただくようになるた

めに，最も望ましいと信ずるのであります。

　このように「米国教育施設団報告書」「学科課程案の研究について」ともに，各師範学

校にカリキュラムの独自性を求めていることが読み取れる。では，各師範学校の学科課程

はどうであったのだろうか。この点については次項で取り上げたい。

２）沿革史

　ここでは大学沿革史における各師範学校の学科課程に関する記載を概観する。表2は，
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1946（昭和21）年3月の「師範学校規定中改正」が出される直前の1946（昭和21）年1月15

日の東京第一師範学校男子部の学科課程である。音楽は各学年毎週2時間確保されている。

　1946（昭和21）年4月22日には，単位制によるカリキュラムを編成し，本科2年以上を文

科・理科に分けて専修させる。この方法により，文・理科専修制度は生徒に専門知識をふ

かめる希望を持たせ，従来とは違った，自信と意欲を持たせている。さらに，1946（昭和

21）年9月17日，「一般・職能・専修・選択」の4課程を設け，共通・必修の他，特に1科目

専攻の単位数を強化している
22
。

表２　東京第一師範学校男子部　学科課程　1946（昭和21）年１月15日

出典　『東京学芸大学二十年史：創基九十六年史』1970年，665頁。

　東京第二師範学校女子部の1946（昭和21）年2学期の学科課程が，表3である。新教育精

神に基づくカリキュラムの改編で，従来のいわゆる「師範型」から脱して，生徒の研究意

欲を促そうとするもので，文科，理科，家政科の何れかを専修させ，芸能科および体育科

から1科目以上を選択させている。1948（昭和23）年には，「一般課程，基本課程，専攻課

程，および教職課程」に類別して，各課程に講義科目が配列される。翌1949（昭和24）年

度からの大学昇格を見越しての移行措置である
23
。
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表３　東京第一師範学校女子部　学科課程　1946（昭和21）年10月以降

出典　『東京学芸大学二十年史：創基九十六年史』1970年，694頁。

　次に愛知第一師範学校を見てみたい。1946（昭和21）年7月の学科課程が表4である。「師

範学校規定」にほぼ準拠し，修身・日本歴史・地理の授業が1945（昭和20）年12月末日に

停止されたため，修身公民は公民のみを実施した
24
。音楽は1946（昭和21）年3月の「師

範学校規定中改正」と同じく，各学年毎週2時間，確保されている。

表４　愛知第一師範学校男子部　1946（昭和21）年７月　学科課程

科　　目 本科3年 本科2年 本科1年 予科2年 予科1年
公民
哲学
国語
漢文
外国史
教育
心理
衛生
数学
物象1
物象2
生物
農業
音楽
書道
図画
工作
体操
英語
修練（自由研究・スポーツ）

選修

1
3
2

2
2

1
2

2
2
1
2

1
1
2
2
3

4

1
1
2
1
1
2
1
1
2
2

1
1
2
1
1
2
2
2
3

4

1

3
1
2
2
2

3
2
2
1
1
2
1
1
2
2
2
3

3
1
2

5
2
2

1
2
1
2
2
3
4
3

4

4
2

6
12(農業業作)

2

4
2(作業)

合計 33 33 33 33 36
出典　愛知教育大学史編さん専門委員会『愛知教育大学史』1975年，90頁。
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　表5は，1946（昭和21）年11月以降の学科課程である。学科課程を大幅に改正し，同月

11日，全校生徒に新学科課程の説明会を開いた。新学科課程は，本科の課程を前半と後半

に区分し，前半（本科1年と本科2年前半）は必修科目のみとするが，後半すなわち本科の

2年後半から本科3年にかけては基本科目の時間数を大幅に削減し，選択科目の授業数を増

加。選択科目は，文科一部・同二部，理科一部・同二部に分類して，学生の希望によっ

て，その選択分野を決める。かつて基本科目として必修とされた音楽・図画・工作・書道

を，本科1年と本科2年前半期では必修とするが，本科2年後半期と本科3年では，そのう

ちの1科目を必修とした。

表５　愛知第一師範学校男子部　1946（昭和21）年11月以降

出典　『愛知教育大学史』1975年，91頁。

　その他，栃木師範学校男子部では，1946（昭和21）年度，「改革委員会」が発足し，教

官と生徒たちの間でカリキュラム問題についての話し合いを行い，専門を重視するカリ

キュラム作りに着手する。1946（昭和21）年度後半（3学期頃から）「専攻制」を取り入れ

たカリキュラムが実施される。1947（昭和22）年度，更に専門化が強められた。これまで

専門に分かれて授業を受けるのは週に1日程度だったものを，2日ないし2日半に増やし，

さらに自由研究の日を一日設けられる。生徒は，共通科目は各クラス単位で受講するが，

専門に分かれて授業を受ける日は次のようにそれぞれの専攻に分かれて授業を受ける。

　　文科　 （2クラス，80人，国語・哲学・歴史・地理・英語・教育心理の専攻生徒）

　　理科 　（1クラス，40人，物理・化学・生物・数学の専攻生徒）
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　　芸術科（1クラス，40人，音楽・美術・体育・農業の専攻生徒）

　1948（昭和23）年度以降，戦後の師範学校として一応の完成を見た時期で，授業科目は

「一般教養科目・教職的教養科目・専修科目」に大別される
25
。

　兵庫師範学校男子部では，1946（昭和21）年秋頃，カリキュラムの改造に着手され，今

までの平均化した学級編成による一斉的な学習ではなく，専攻コースの新制度による単位

制新カリキュラムとなる。兵庫師範学校最後の1948（昭和23）年4月には，男女共学，新

制大学への移行期のカリキュラムで，「一般教養・専門教養・選択・教職」に大別される
26
。

　山梨師範学校男子部では，1946（昭和21）年4月，本科3年に対してのみ文理科制度（文

科2クラス，理科1クラス）が試験的に実施。新制中学校の教員を養成しようという目標と

専門的に深く究めたいという生徒の要請を受け，試験的に行われた。1946（昭和21）年秋

の運動会を終えた直後から，本科3年の実績がかわれて，本科1，2年に対しても全面的に

文理科制度が実施される。さらに，1947（昭和22）年度頃，卒業論文の作成が卒業資格の

一つに加えられる
27
。

　以上，カリキュラムに関しては，1946（昭和21）年3月の「師範学校規定中改正」が出

され，「音楽」の毎週授業時数は各学年2時数であった。1947（昭和22）年1月に出された「発

学十七号　学科課程案の研究について」では，「貴校独自の理想的な学科課程案を作つて

いただきたい」と記されていた。その後は，東京第一師範学校が先進的な役割を果たすと

はいうものの，師範学校ごとにカリキュラムの改正が行われた。実施時期は各校に異なる

とはいうものの，おおむね次のような傾向がみられた。

　文科・理科に分けて専修　→　一般・教職・専修等ごとに単位を取得

　このようにカリキュラムは，新制大学で実施されるカリキュラムに近い形に改正されて

いった。またこのカリキュラムでは，生徒の希望に応じ，授業を選択するという行為が保

証されている。しかしながら選択に伴い，音楽を選択しないという方法も生まれた。ちな

みに選択性については戦後に始まったことではない。1931（昭和6）年の「師範学校規定中

改正」以後，「増課科目」が新設され，生徒の希望に基づき，教科を選択できるようになった。

また，1943（昭和18）年の昇格後においても「専修教科」という名称で継承される
28
。したがっ

て，カリキュラムにおける選択性・専門性については，戦前と戦後の連続面が確認できる。

さらに，戦後においては，中等教員養成の機能が課せられたことが強く影響している
29
。

２．実態

　後藤は「終戦となった大学の学校社会の中では一層ひどいものとなった。校舎は焼けて
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しまい，施設設備はほとんどない状態の上に，毎日食物を追わなければならない有様で，

焼け残った校舎にようやく1台の古ピアノ3名の教師，練習用オルガン4台を修理しながら

約500名の学生に対したもので，音楽教育の内容は想像できるはずである」と回想する
30
。

ここでは戦後の師範学校に在籍した卒業生の証言を基に，当時の状況を考察したい。聞き

取り調査対象者に共通する点は，卒業後，小学校，中学校，大学等に教員として就職し，

戦後の音楽教育に携わっている方である
31
。

　表6は，香川師範学校の卒業生から得た証言を一覧にしたものである
32
。男子部は高松

市，女子部は坂出市にあり，高松市にあった男子部は空襲に遭い，校舎を焼失した。その

ため，ピアノ・オルガン等の楽器環境が整っておらず，十分な音楽教育を実施することが

できなかった。一方，女子部は，空襲の被害を受けず，音楽理論を中心に置いた指導が

尾形氏により熱心に展開された
33
。そのような状況の中，1948（昭和23）年「香川師範学

校第一回音楽会」が男子部女子部合同で開催され，男子部の生徒であった渋谷氏が《ペチ

カ》
34
や《朝だ元気で》

35
を独唱している（図1）。

表６　聞き取り調査　香川師範学校

校名 香川師範学校男子部 香川師範学校女子部

対象者 渋谷清寿氏 鬼無玲子氏 入谷千代子氏

在籍年 1943(S18)年4月予科入学
1945(S20)年4月本科進学
1948(S23)年3月本科卒業

1944(S19)年4月本科入学
1946(S21)年3月本科卒業

1946(S21)年4月本科入学
1949(S24)年3月本科卒業

設備・環境 1945(S20)年7月4日，高松空
襲により,本部･男子部が全焼

音楽教育 ・音楽科教員…鈴木武五郎氏
・予科の時代には「オルガ

ン・ピアノ検閲」「聴覚訓
練」等の音楽の授業があっ
たものの，空襲を受け，楽
器等が全焼してしまったた
め，戦後は十分な音楽教育
を受けることができなかっ
た。鈴木先生も「申し訳な
い。音楽の授業は女子師範
に任せなさい」と生徒たち
に詫びていた。

・1946(昭和21)年8月，復興
資金募集のために，音楽会
が行われた。その収益金で
ピアノを1台購入した。

・1948(昭和23)年2月7日，師
範学校講堂(旧丸亀兵舎)
で戦後「第一回音楽会」が
開催された。渋谷氏は，
《ペチカ》を独唱した。

・音楽科教員…尾形サダ氏
・空襲に遭遇していなかったため，戦後も音楽の授

業を実施できた。
・音楽理論（楽典，初歩の和声学）中心の授業。生

徒たちからは「内容が難しい」との評判であっ
た。声楽はあまり行わない（声楽の個人レッスン
はなかった)。オルガン・ピアノは，希望者のみ
個人指導を受けた。

・地方実習でお世話に
なった高松市立鬼無小
学校へお礼としてカス
タネット1箱を贈った
（戦後，簡易楽器を用
いた音楽の授業研究が
行われていた）。

・教員免許は小学校の
他，中学校の音楽と社
会を取得した。中学校
教諭免許は申告制で2
教科申告できた。中学
校教諭免許に関する専
門教育はほとんど受け
ていない。

・附属幼稚園には，1週
間程度，観察に出掛け
た。幼稚園教諭免許は
申請していない。

聞き取り調査 ・2004年5月9日
・2004年9月28日
・2005年3月16日

・2005年3月16日
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図１　1948（昭和23）年　香川師範学校第一回音楽会　プログラム

出典　『わが香川師範時代』1996年，32頁。

　表7は，岡山師範学校男子部の卒業生の証言である。岡山も空襲に遭遇したものの，音

楽教室は鉄筋校舎の中にあったため，焼失を免れている
36
。しかし，生徒の練習の場で

あった木造の個室の練習室については焼失したため，楽器の台数が限られていた
37
。

表７　聞き取り調査　岡山師範学校

校名 岡山師範学校男子部

対象者 坂口進氏 棚田国雄氏

在籍年 1949(S24)年9月本科第2学年編入
1951(S26)年3月本科卒業

1946(S21)年4月予科入学
1950(S25)年4月岡山大学教育学部Ⅰ類

初等教員養成4年課程入学
1954(S29)年3月岡山大学教育学部卒業

設備・環境 1945(S20)年6月29日，岡山空襲により，鉄筋1棟・寄宿舎1棟・食堂以外を焼失。
ただし，音楽教室は鉄筋の中にあったため，焼け残る。木造の個室の練習室につ
いては焼失。

1949(S24)年の岡山大学開学初年度に
は，教官たちは市内門田の師範学校か倉
敷の青年師範学校にいて，授業のときだ
け大学のある津島地区に通ってくるのが
普通であった。

音楽教育 ・音楽科教員…難波正氏，森豊幸氏
・音楽の教科書はなく，教員が譜面を板書したものを歌った。
・ピアノの指導は，音楽教室の隣にあった教官室のピアノを使用して個人レッス

ン。各自の練習は，鉄筋校舎の階段の踊り場や廊下に置いてあったオルガンや
ピアノを使用。台数が少なかったため，早く登校して楽器を確保した。ただ
し，男子生徒の大部分はスポーツに熱中していたため，音楽に対しては熱心で
はなかった。

聞き取り調査 ・2003年10月24日 ・2003年10月3日
・2003年10月24日
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　表8は，愛知第一師範学校女子部の卒業生の証言である。名古屋市西区にあった愛知第

一師範学校女子部の校舎は空襲で焼失し，1946（昭和21）年2月，春日井市の牛山（陸軍

航空隊兵舎跡）へ一時，移転した
38
。バラック建ての兵舎という十分な環境とはいえない

ものの，秋田氏は熱心に音楽に取り組んでいる
39
。

表８　聞き取り調査　愛知第一師範学校

校名 愛知第一師範学校女子部

対象者 秋田照子氏

在籍年 1945（S20）年4月本科入学
1948（S23）年3月本科卒業

設備・環境 1945（S20）年3月12日，空襲により寄宿舎および新館等焼失（5月14日の空襲で全
焼)。

音楽教育 ・音楽科教員…水野久一郎氏（主に器楽，理論)，鈴木佐太郎氏（主に声楽)，田村
範一氏（男子部）

・「教師になる人だから」ということで，本科1年生は戦時中にもかかわらず，授
業が実施された。授業の最中，空襲警報のサイレンがよく鳴り，防空壕に避難
した。

・オルガン・ピアノの検閲指導あり。教科書は，文部省『師範器楽　本科用巻
一』(1943）ではなく，『バイエルピアノ教則本』を使用。愛知県津島高等女学
校ではオルガンの授業はなく，師範学校入学してからオルガン・ピアノの勉強
を始めた。水野先生に「指がきれい」等誉められたのが嬉しく，ピアノの練習
に励む。水野先生の自宅におけるレッスンも受ける。授業があまりなかったの
で，ピアノを色々なところで借り，一日中練習した。

・聴覚訓練は行われなかった。
・教科書を支給された記憶はなく，八開村に住んでいた先輩から借りた。
・水野先生からは作曲に関する指導も受け，卒業記念として「ソナチネ」を作曲し

た。
・音楽を専門とした生徒は，30名程。その内熱心な生徒は10名程度。戦後の混乱期

で学業に集中できない生徒もいた。
・音楽の教授法に関することとしては，3年生の終わり頃に指揮法等を習った。し

かし，授業の進め方，指導案の書き方等の実践的な内容は，3ヶ月行われた教育
実習における小学校教員から指導を受けた。研究授業の前の2週間は，師範学校
の寮に泊まり，指導を受け，準備をした。

聞き取り調査 ・2006年8月11日
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　表9は，京都師範学校男子部の卒業生の証言である
40
。京都市は空襲にほとんど遭って

いないため，楽器環境も維持されていた。

表９　聞き取り調査　京都師範学校男子部

校名 京都師範学校男子部

対象者 佐橋晋氏

在籍年 1947（S22）年4月本科入学
1950（S25）年3月本科卒業

設備・環境 空襲の被害は受けていない。ただし，1900（明治33）年の建築の木造の校舎のた
め，老朽化。

音楽教育 ・空襲の被害を受けていないため，楽器は残っていた。ピアノが普及していた。
・文科・理科に分かれて履修。
・1948（S23）年以降，男女共学。
・ピアノは初歩から習い，『バイエルピアノ教則本』を使用。卒業のときは，卒業

演奏会でベートーベン《ソナタ悲愴第三楽章》を独奏。その他，声楽の伴奏も
担当。

・師範学校の音楽の授業では，音楽教育に関する内容はほとんど取り上げられな
かった。授業の進め方，指導案の書き方等の実践的な内容は，附属小学校や地
方の公立小学校で行った教育実習において小学校教員から指導を受けた。特に
附属小学校では，コア・カリキュラムについて学んだ（1949年2月，京都師範学
校男子部附属小学校による3日間のコア・カリキュラム研究協議会開催）。諸井
三郎等の戦後の音楽教育の考え方については独学した。

・教員免許は小学校の他，中学校の音楽と英語を取得した。中学校教諭免許は申告
制で2教科申告できた。英語についての専門教育はほとんど受けていない。

聞き取り調査 ・2006年8月25日

　当然のことながら，空襲で校舎を焼失しているか否かによって，戦後の師範学校の音楽

教育の環境は異なっていた。また，限られたデータなため断言はできないが，男子部と女

子部によっても音楽教育に対する温度差が感じられ，比較的女子部の方が熱心に指導され

ていたようである。このことは香川師範学校男子部の音楽科教員であった鈴木氏の「申し

訳ない。音楽の授業は女子師範に任せなさい」という一言にも表れている。

　今回の対象者で共通することとして，師範学校の音楽科教員が担当する音楽の授業で

は，指導案の作成や音楽の授業の方法等，音楽教育に関する内容が取り上げられていない

点である。もっぱら，ピアノ，声楽，音楽理論等音楽の内容に関する事項に留まっている。

音楽教育に関する実践的な内容は，附属小学校等へ一任され実習先の指導教員から指導を

受けている
41
。「はじめに」で述べた通り，戦後のこの時期，コア・カリキュラムに基づ

く先進的な実践が展開された。さらに，諸井三郎の『音楽教育論』が出版されたのが，

1947（昭和22）年1月である
42
。新しい戦後の音楽教育が始まろうとする時期にもかかわ

らず，それらの動向に触れられないということに，師範学校音楽科教員の音楽教育に対す

る意識が低かったのではないかと推察される。この点については，木村
43
や菅

44
の指摘と

共通する。ただし，教育実習における証言においては，簡易楽器を用いた音楽の研究授業
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が行われていたり，コア・カリキュラム研究協議会が開催されたり等，当時の先進的な実

践の動向がみられる。

おわりに

　戦後の師範学校では，戦前の全国一律なカリキュラムとは打って変わり，各師範学校の

独自性が尊重された。各校によって多少の違いがあるものの，生徒の希望に応じた授業の

選択が保障され，特定の分野を深く学ぶ専門性も見受けられ，新制大学のカリキュラムに

近い内容に改正されていった。

　1946（昭和21）年の「師範学校規定中改正」での芸能科音楽の授業時数は，各学年毎週

2時間とされた。しかし，カリキュラムの選択性，専門性が進むにつれ，音楽は選択科目

として位置付けられたり，授業時数が削減されたりする師範学校もあった。

　実態に関しては，戦災の有無，男子部と女子部によって傾向は異なるが，師範学校の音

楽の授業では，ピアノ，声楽，音楽理論等音楽の内容に関する指導が中心で，授業実践に

関することは教育実習に一任されている傾向がみられた。岩上が「中学校教員養成の内容

を充実しようとすることに急を要し，小学校教員養成の本質的研究が不足するという現

象」が起きたと指摘する通り，師範学校音楽科教員の意識は，学校教育や音楽教育に対す

る関心は薄く，各自の音楽の専門分野に傾斜していた傾向がみられた
45
。

　戦前から戦後への連続面，非連続面の視点から考察すると，カリキュラムにおける選択

性・専門性については，戦前にも「専修教科」が設けられていたように連続面が確認でき

る。一方，師範学校音楽科教員の学校音楽教育に対する意識や取り組みについては非連続

面であり，戦前，国民学校「芸能科音楽」の普及の役割を積極的に果たしていた師範学校

音楽科教員とは異なり，戦後は学校音楽教育に対し消極的であった。

　戦後の師範学校は，初等教員養成に特化していた戦前の師範学校の機能に加え，中等教

員養成の機能も加わり，そのことがカリキュラムの選択性・専門性に拍車をかけた。しか

し，聞き取り調査の証言によると，中学校教諭免許は申告制で2教科申告できたのだが，

特に単位や授業の規定はなく，生徒の興味の高い教科が申告されたとのことである。まさ

に戦後の混乱期という言葉が象徴しているように，戦後の師範学校には多くの機能が求め

られていたにもかかわらず，充分それらを整理できず，非常に混乱した状況であったこと

が推察される。なお，1947（昭和22）年，香川師範学校には保姆養成所が開設され，保育

者養成に特化したコースを新設した
46
。今後は，師範学校から新制大学教育学部（学芸学

部）へと昇格していく中で，保育者養成，小学校教員養成，中等音楽教員養成等がどのよ

うに機能していったかについても検討していきたい。

　ところで，1948（昭和23）年の香川師範学校第一回音楽会では，《ローレライ》
47
や《中

国地方の子守歌》
48
等が合唱されたり，モーツァルトのピアノソナタ等が独奏されたり，
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西洋，日本の親しみ深くやわらかい名曲が演奏された（図1）。戦時中に歌わせられたナ

ショナリズム，ミリタリズムの濃厚な歌曲とは正反対の楽曲である
49
。今後は，今回検討

できなかった暫定教科書の分析を早急に行い，教材の視点からも戦後の師範学校の音楽教

育実践を捉えていきたい。
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